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－ 95 － 
 1900 年、里井と熊取村（現在の大阪府泉南郡熊取町）の佐々木米太郎が、ジャガードによる
紋タオルの生産を開始した。1906 年には、佐野村のタオル業者 25 名によって「佐野タオル共
同会」が組織された。その後、第一次世界大戦後の 1923 年には、佐野タオル共同会が共同染色

















 1985 年には、設備共同廃棄事業が実施され、60 社において 663 台が廃棄されることになった。










































   ＜サイジング＞ 



































－ 97 － 
一流（高級）とされるタオルのほとんどは、後晒製法で生産されている（大阪タオル工業組合）。



















 図表 2 は、1960 年からの半世紀にわたる泉州地域での組合員数と生産量の変化を示したもの
である。これを見ると、大阪タオル工業組合の組合員数（社数）は、1980 年代前半にピークを
迎え、生産量は 1990 年前後がピークであったことがわかる。しかし、現在の組合員数は約 8




 大阪でのタオルの生産量がピークであった 1990 年前後には、約 4 万トンのタオルが生産され
ていた。同じ時期のタオルの輸入量（全国ベース）は、1 万 6 千トン強であった。しかし、2017
年には大阪でのタオルの生産量は 8,000 トン強にまで減少し、輸入量は 7 万トン強に達してい
る。つまり大阪のタオル生産量は 5 分の 1 になり、輸入量は 4 倍になっている。これまでのと
ころ、輸入量は 2005 年前後に 8 万 5 千トン弱となり、最高を記録したが、その時期に比べると 











＜図表 2 泉州タオル産地の組合員数と生産量の変化＞ 
























































































野に所在している。1913 年（大正 2 年）7 月に創業、1962 年（昭和 37 年）2 月に設立された。
現在の役員構成は、代表取締役会長として重里豊彦氏、副会長重里登美子氏、取締役社長粟井






オル、タオルが主である。最低ロットは、フェイスタオル 1,000 枚、ハンドタオル 2,000 枚、バ
























































わる人々の人道支援については NGO を通じて行っている。この取り組みに対しては第 1 回「い
きものにぎわい企業活動コンテスト」において社団法人アロマ環境協会賞を受賞している。こ
のようにサプライチェーンの起点である海外の綿農家を協働者として取り込むことから開始し
































 ツバメタオルでは、2016 年 11 月、現代表取締役会長の重里豊彦氏が、代表取締役社長から
代表取締役会長となった。この際、代表権の移動は行われていない。現会長は大学卒業後、繊





















 会長が 30 歳の時、当時社長であった実父は代表権を委譲し、引退した。1988 年のいわゆる
バブル経済時期であった。ただ代表権を委譲し、引退したとはいうものの、以前とは変わらず
に出社していた時期もあった。実父は 5 人兄弟の長男であり、典型的な長男としての心構えと


































































































－ 107 － 
(1) ダイワタオル協同組合の事業活動 
1）機関概要 
 ダイワタオル協同組合は、1950 年（昭和 25 年）5 月に設立された。大阪府泉佐野市南中樫井















































































































（謝辞）今回の春期実態調査にあたっては、2018 年 3 月 1 日の泉佐野市のツバメタオル（株）








－ 111 － 
大阪タオル工業組合パンフレット 






                                                                 
1)ツバメタオルでは、脱原子力、脱化石燃料を目指し、210kwh の能力を有する太陽光発電設備による発電
を行っている。この能力は、晴天時には同社の太陽光発電プラントで製造した電力により、日産約 25,000
枚のタオルが製造可能である（ツバメタオルウェブサイト）。 
2）クリスタルソフト（SUPIMA）の特徴は、①無撚糸のようなソフトな肌触り、②羽毛落ちが少なくシル
クのような光沢のある風合い、③繰り返して洗濯しても柔らかさの持続、④有機精錬処理による製造、で
ある（ツバメタオルウェブサイト）。 
3）アントゥィッシュの特徴は、①有機精練処理により製造できる唯一の無撚糸タオル、②無撚糸を超えた
ボリューム感、③バインダーによりカバーされているためにケバ落ちが少ない、ことである。 
4）スヴィンゴールドの特徴は、①世界最高水準の繊維長と繊度、②繊細なふんわり感、③自然な柔らかさ
がいつまでも持続する、④有機精練処理による製造、が特徴である。 
5）天山路（シルクロードプレミアムコットン）は、①世界最高水準の繊維長と繊度、②繊細なふんわり感、
③自然な柔らかさがいつまでも持続すること、④有機精練処理による製造、が特徴である。 
6）オーガニックソフトキャノンは、アメリカの老舗タオルブランド CANNON 社のタオルは、ロングパイ
ルを高密度に織り上げた高級タオルであり、高級ホテルで使用されるボリューム感のあるタオルである。
特有のリッチ感があるが、日本の女性には持て余すほどの重量がある。そこでラグジュアリー感を残しな
がらより繊細に仕上げることで日本人の感性に合うように工夫したものである。特に①細番手ロングパイ
ルによるしなやかなボリューム感を実現、②あるいながらもボリューム感、ソフト感の保持、③安定した
物性によりケバ落ちが少なく、洗濯する旅に独特の味が出ること、オーガニックコットンを使用し、有機
精練仕上げによる究極のエコロジータオル、である。 
